
 

 学校給食を活用した食育 

ベント・事業名 

「みらい（未来）につなげ、みんなで食べる千葉市産」をキャッチフレーズに、学校給食に市内

産農産物を取り入れ、地産地消を推進しています。11月は市内対象校全域で、旬のキャベツ、コ

マツナを取り入れたほか、今年度は小学校・養護・第二養護学校にさつまいもを取り入れました。

関係機関と連携を図り、市場に流通しない規格外のさつまいもを使用し、旬のりんごを加え「さつ

まいもきんとん」にして、おいしくいただくことができました。 

旬の地場農産物を学校給食の食材として積極的に取り入れることは、児童生徒が食材や料理の知

識を持つことができます。また、地元農業への理解を深め、地域理解教育の一環とする役割を果た

しています。さらに、自然の恵みや食にかかわる人々に感謝して食べ物を大切にする心や地元の食

材を大切にする豊かな人間性を育むよい機会となっています。 

 

 

事業主体名：千葉市教育委員会  

保健体育課 

開 催 日：令和４年１１月 

対   象：市内小・中・特別支援学校 

 

セサミトースト 牛乳 ポトフ  小魚のチーズ焼き  

さつまいもきんとん 

 


